


























ジ MS2 で 5.2-log の除去率を確保することが必要であることを述べている。 




サンプルからこれらのウイルスが検出され、GI-NoV、GII-NoV および AiV は、日本の下
水処理場の放流水の既往知見よりも高濃度で検出された。また、PMMoV は、二次処理水



















第５章は、下水処理場の二次処理水を対象として、凝集沈殿＋UF 膜ろ過と UF 膜ろ過＋紫外線


























第７章は、低 pH 条件下での凝集沈殿＋UF 膜ろ過および UF 膜ろ過＋UV 処理からなる下水
再生処理プロセスの除去率について MS2 を添加し、qPCR 法と培養法で測定した場合を比較
している。凝集沈殿や UF 膜処理での MS2 とヒト病原ウイルスの除去率は、qPCR 法では大き
な差はなかったが、MS2 の除去率を培養法と qPCR 法で比較すると凝集および UV 過程では大
きな相違が生じた。このことは、6 章でのヒト病原ウイルスと培養法による MS2 添加による




















存有機物の性状（DOC 濃度、E260 など）と pH 条件が寄与していることを明らかにした。 
２．下水処理場の二次処理水を対象として、凝集沈殿＋UF 膜ろ過と UF 膜ろ過＋紫外線
（UV）処理プロセスを設置し、凝集剤量、pH 条件、UV 照射量を変化させた場合のウイ
ルス除去率を MS2 の培養法により評価した。この結果、凝集沈殿＋砂ろ過＋UV 処理と











５．凝集沈殿や UF 膜処理での MS2、ヒト病原ウイルスの除去率は、qPCR 法では大きな
差はなかったが、MS2 の除去率を培養法と qPCR 法で比較すると凝集および UV 処理では
相違が生じることを明らかにした。このようなウイルス除去率の相違は、凝集および
UV 処理におけるウイルスの不活化が原因していることが示唆された。 
 
以上、本論文は、UF 膜を用いた下水再生処理プロセスにおける効率的なウイルス除去法
を開発するとともに、その除去機構の解明を行ったものであり、下水の再生水利用に大
きく貢献しており、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博
士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２７年２月２３日、論
文内容とそれに関連した事項について試問を行い、申請者が博士後期課程学位取得基準
を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
